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大阪外国譜大学論集第24号（2000年）

ウマイー民族学資料から見た古代テユルクの神

A．　II．ポタポフ

訳及び補記：大　澤 孝

　　　　り
yMA興一＄OX〈ECTBO　APEBHutX　TrOPecOB
8C聾ETE電THorPAΦ胚馬認α（晒X双AHHHX

∬．H．　f夏oTailoB

　ソビエトの歴史学は西暦6～8世紀の古代テユルク史に対して変わらぬ関心を示している。

この時期はシベリア，カザフスタン，内陸アジア，沿ヴォルガ地方，北コーカサスなどのテユ

ルク語系諸民族の歴史にとって極めて璽要である。

　これへの関心の高さについては，本問題の研究には東洋学（歴史学及び文献学）のほかに，

考古学，人類学や民族学が積極的に参加しているという事実からも窺われる（D。

　本論文は，民族学資料によって古代テユルクの宗教僑卸を研究する試みであるとともに，

ソビエト連邦の現代テユルク語系諸民族の民族起源にとってこれらの資料の持つ史的研究上

の意義を補足的に確認する試論でもある。

　古代テユルクの宗教観念は驚くべき不動性を持っていて，その点に我々はまた注目しなけ

ればならないω。

　古代テユルクの最高神はテングリ神，即ちそれへの崇拝の起源が匂奴時代にまで遡る「天」

と見なされる。吉代テユルクはテングリに特別の祈願を行っていた。最近までアルタイ族，

トヴァ族，カチン族，ベルティル族や他の民族，そしてサヤン＝アルタイ山地の諸民族といっ

たシャーマニスト達は，全く同じ書葉を保持しつつ，「天」を最高神と見なしていた。まだ今

世紀初めにも，それらのうちのある民族は「天」に特別の祈願をしていた（3）。

　古代テユルクがYer－Sub，即ち土地と水の神を崇拝していたという事実も少なからず知られ

ている。この神への崇拝はシャーマニストたるアルタイ族やトゥヴァ族間で研究され，記録

されている㈲。それらは嗣時に，カチン族，サガイ族，ショール族において，また何世紀間

もイスラームを奉じていた現代キルギズ族の問でも（＞Kep－Cyy（5）として）知られている。特

に古代テユルクに固有の聖山崇拝はアルタイ族，トゥヴァ族，ハカス族やショール族などに

広範に伝播している。トゥヴァ族では一連の聖鐵は，古代テユルクのルーン文字銘文での記

載（6）と同様に，今まで《b恥IK》（バカス族では《Ll3blK》）一《聖なる》の意一と呼ばれて

いる。私は古代と現今のアルタイ族やトゥヴァ族が行なう，書及された神や他の神への崇拝

についての，またはそのことによって（その後で獣皮を特殊な竿に吊らすことと関連する）

家畜を犠牲に捧げることについての，より広範なtt較資料を本論文中に引用することはでき
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ない。私はただ，こうした類似は非常に広範な地域における宗教観念の広まりを反映するも

のであることを示す若干の事例を引用するにとどめたい。特に古代テユルク族の埋葬儀礼は

シャーマニストたるトゥヴァ族アルタイ族やバカス族でのそれとの比較という点で注目さ

れる。この問題は最近の専門研究で詳細に研究されているので，私はただそれについては専

攻研究に依拠しつつ，部分的に触れるにとどめたいの。

　周知の如く，古代テユルク族は石堆墓に死者を埋葬し，様々な副葬品を納める一方では，

遺体と共にその乗馬も埋葬した。この習慣はサヤン＝アルタイでは碑文史料のみならず，古

代テユルクの埋葬地からの重要な考古学資料によっても記録されている。トゥヴァ族やバカ

ス族，アルタイ族も最近まで，これと同じ方法で，その死者を葬っており，しかも同様に，

死者と共に馬や日常生活に関わる用具一式の物を埋葬するが，その大部分は古代テユルクの

埋葬地から出土する一連の家財道具一式と非常に似ているのである。

　少なからず驚かされる点は，埋葬儀式の個々の要素には共通した用語が保たれていること

である。例えば，古代テユルク族は死に際して，挽歌や宗教儀式に関する傷身行為（毛髪を

引き抜いたり，顔面に切り傷を入れたりする事など）と共に，宗教儀式としての哀泣を保持

している。キョル＝テギン碑文では次のように，古代テユルクの宗教儀式としての哀悼が

《Cblrblτ》と《jYr》（S）といった用語で呼ばれている（8＞。この用語は，やはり死に際して宗教

儀式としての哀泣を知っているアルタイのテレウト族にも全く岡じ意味で残っている。テレ

ウト族における宗教儀式としての哀泣は，《Cblrbl》（9）と呼ばれ，哀泣する人を《CblrblTgbl》と

呼ぶ。現代の民俗学者によって，追悼のための特殊なテキストが筆録されているが，これ自

身，テレウト族のフォークロアのなかの特別なジャンルを示している。それと並んで，テレ

ウト族にはさらに，「共岡の哀泣」を意味する《Hr》（他方，トゥヴァ族では《Llrlla》）とい

う用語があり，共同で行うことが宗教的な哀泣には特徴的である。

　その上，さらには日常的な俗信や信仰の類に関連する驚くべき類似例も見られる。古代文

献では東突豚第一可汗国の沙鉢略（イシュバラ）可汗は狩猟の際に，天幕が焼けた時に，彼

はこのことを悪い前兆ととって非常に落胆したということが記されている（IC｝）。現在のアルタ

イ族やトゥヴァ族で，私はまさにこれと同様に，もし狩猟の時に天幕や仮の天幕が焼けたり

したら，これは不幸の前兆とみなす民間信仰を見つけた。このため，狩人は狩りを購躇なく

取りやめて，彼らが狩りをしている山やその土地の主入に対して，同情心を起こさせる犠牲

の儀式を行ない，それから帰宅した。

　これらすべてのことは，突豚とサヤンーアルタイの現代テユルク語系諸民族における類似

の資料は，多くの場合，補足資料として利用できるということを納得させるものである。こ

の方法はt古代テユルク族の宗教信仰に関する貧弱で断片的な文書資料を理解したり，特徴

を描写するための有望なひとつの方法である。かつて，バルトリド（B．B．　SapτOAbA）は未解

読の古代テユルク・ルーン碑文の歴史的意味を明らかにしつつ，碑文に記されている宗教上

の崇拝や習俗に関する情報について，次のように記した：郎ち，「日常の暮らしの中で，恐ら

く，これらの習俗は最高神への呼びかけ以上に大きな意味を持っていたに違いないが，我々

の碑文の対象にはならなかったのである。シャーマンについては全然，一度も取り上げられ
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てはいない＿民衆が呼びかける霊魂の名前も言及されてはおらず，ただ唯一の例外はウマイ

女神（子供の保護者の霊魂）である」（1り。

　バルトリドはウマイ女神を，オルホン・ルーン銘文に記載が見られる唯一のものと見なし

た点においては，全く正しくない。

　ウマイという用語が古代テユルク・ルーン碑銘テキスト（キョル・テギン碑文）の初版で，

ラドロフ（B．B．　PaAnOB）によって「女神一保護者」02）と翻訳されたことから想起される研究

テーマに痘接，向き合ってみよう。添付された語彙集で，ラドロフはこの用語をY女神」と

説明した上に，ショール族における，霊魂一子供の守護神であり，死者の魂を案内する霊魂⑲

の名前として，この語の意味を引用した。これと同じラドロフの版本でも再度，ウマイの用

語を，この語が男子名として出ている一連のイェニセイ碑文から引用していた（14）。古代テユ

ルク碑文の第二版において，ラドロフは（トニュクク碑文の）ウマイの用語を，単に「神の

名前」として解釈しているにすぎない（IS）。結局のところ，この碑文の最新版で，彼は「ウマ

イ」の語が述べられている碑銘に従って，それを「女神」や湧子名1と翻訳しているにす

ぎない㈹。

　今，私は神という意味でウマイを記している碑文テキストを引用してみよう。キョル・テ

ギン碑文での該当行は，メリオランスキー（rL　M．　MenvaopaHCKnes）の転写と翻訳によれば次

のように述べられている。「Umay－tag　6gam　qatun　qutl’na　inim　k嚢1－tagin　ar　boldk’　」これは「ウマイ

のような，その陛下である私の母一カトゥンのために（つまりお祝いに），我が弟ユル・テギ

ンは成人男子と呼ばれるようになった。」（17）この翻訳に，メリオランスキーは以下の様な註

を付している。y私は翻訳で，“qut，幸福”の語を称号と見なしたが．。．文法的には“我が母

の幸福のために”などとも翻訳することは可能である。“ウマイ”は，現在までアルタイの

シャーマニストが崇拝する神として知られている［ラドロフとヴェルビッキー（B．Bep6ZllK“H）

の辞書を参照せよ】」㈹。

　ここから，メリオランスキーは吉代テユルクのウマイ神とアルタイのシャーマニストによ

る岡じ名前の女神への崇拝とを比較するという考えを提起するに至った。彼は別の箇所で，

この考えをもっとはっきりと述べていて，そこで彼はウマイの名で，槻在まで，アルタイの

シg－一ル族で知られている女神；現在，ウマイは子供の保護者と考えられている」㈹として

出ていることを指摘している。ここでのF現在」という語は，メリオランスキーが恐らくは，

古代テユルク族ではこの女神は，単に子供だけの保護者ではなかったろうという考えに基づ

いていた故の表現であり極めて適切である。この彼の考えが確かにその通りであるというこ

とは，トニュクク碑文に含まれている他のテキストからも明らかである。そこではテユルク

族の成功したある遠征の記載に関連して，「天，ウマイ（女神），神聖な祖国（土地一水），こ

こでそれらが我々に勝利をもたらしたと，考えるべきである」｛2C｝）と述べられている。それ故

に，遠征の参加者に対する神の保護者として，テングリや土地一水の神と共にウマイが加え

られている，従ってウマイも大人の人間の保護者としてでているのである。

　メリオランスキーによる，古代テユルク碑文のウマイとシャーマニストであるアルタイ族

における岡名の神とを比較するという考えはディレンコワ（H．M．Ab韮peHKOBa）によって応用
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された。彼の小論文では，メリオランスキーが指摘した，特に子供の保護者としてのウマイ

女神崇拝が，サヤンーアルタイのシャーマニストである一一LWの現代のテユルク語系諸民族や

中央アジアのイスラム系諸民族（キルギズ族，ウズベク族）の間においてさえ残されている

ことを示すことに成功している（2’｝。遺憾ながら，この女性研究者はこの問題については甚だ

簡略に触れただけで，しかも歴史学的視点からや，彼女の論文では十分に尽くされていない

民族学的資料によってその起源を探るという視点からは，ウマイ信紳を分析していない。そ

れ故，私はまずng－一に，その多くが，1927～茎952年の期間でのサヤンーアルタイ諸民族に関

するフィールド調査を通して，多くの人々によって蒐集された現存する民族学資料について

述べることに留意した。少なくとも，北アルタイ族一もしくはそれらは当時，「黒タタール」

と呼ばれていたのであるが一におけるウマイの霊や神の存在については，既に宣教師のヴヱ

ルビツキー（B．Bep6HHKMIi）により知られており，彼はウマイについて最も一般的で，短い

資料を自身の著名な辞典中の「ウマイ」という語に，「yMaPt　eHe3i，　YMati　ige3H一善良な霊魂

一幼児の保護者；死の天使，死者を保護する霊魂」として説明している（22｝。

　カチン族とサガイ族におけるウマイ崇拝は，至892年に（アパカン河左岸の）アリコブ村

（ynyc）で，火霊に対するシャーマンの呼びかけを記録したカタノブ（H．Φ．　KaTaHOB）により

既に記録されている。その中から私は以下の断片を引用してみることとしよう。ヂあなたに，

我が母ウマイに（23），私は食べ物を与えよう，あなたは一杯召し上がってください＿あなた

の子供（つまり人々）の縄（24｝が，強くありますように！そして年上や年下の（男子の）兄

弟が増えますように！（あなたの子供の）揺りかごの縄が丈夫でありますように！そして年

上や年下の（女子の）婦妹が増えますように！」｛2s）。私は引用された記載の中の2つの場面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かまどに注匿したい。第～に，「母なるウマイ」なる語は，家の竃の神と同様に（26），昔からテユル

ク族をも含む多くの入々が崇拝してきた火に対するシャーマンの呼びかけの中で使用されて

いる点である。第二に，シャーマンは母なるウマイに，大人と子供の，一般的な人間の増加

と生命を保護してくれるようにお願いしているという点である。

　私が主に1946年にハカスのアスキス地籔で，（アパカン河左岸沿いで）サガイ族ショール

族やベルティル族の間で蒐集したフィールド資料は，ここでのウマイ（yMaB）崇拝（他の発

音ではblMaM）は，なおもとても記憶に新しかったので，それ自身が堅持されている吉い慢代

の代表者達の間で私がそれをうまく研究することができたことを指し示すものである（27）。

　ここで私は，幼児が生まれてから，歩き始めて，自由に話し始めることができる（約三歳）

までの幼児の霊魂は，yMa齢IM揃という語で呼ばれていることを知った。しかしその時期か

ら，Kyrが人間を永久に見捨てることでその死に至る時まで，その霊魂はもう＜KyT＞と呼ばれ

るようになる。ここでは，ウマイは絶えず，幼児が揺りかごで過ごす年齢にある間は，幼児

と一緒にいると考えられており，皮製か布製の小さな袋に入れて縫い込まれた上で，乳幼児

の揺りかごの細紐に昂された幼児のへその緒も，またYMailという用語で呼ばれる。もし幼

兜が眠っているときに話したり，笑ったりしたならば，これは幼児がこの時にウマイと話を

しているからだと説明される。もし幼児が眠っているときに泣いたりすれば，ウマイがこの

縛にしばらく彼のもとを立ち去ったと考えられた。幼兜が発病したときには，やはリウマイ
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が幼児を見捨てたことで病気が呼び起こされたのであり，これをとり戻すようにシャーマン

にお願いがなされた。もし幼児が，彼のウマイが既にクトに変わった年齢で病気になれば，

病気の原國は（大人の人間と同様に）幼児からクトが離れてしまったからであると考えられ

た。シャーマンは交霊の際に，ウマイ（もしくはクト）が一時的に彼のもとを立ち去ったの

か，もしくは或るシャーマンが，子供がく留まらなかった〉，つまり早い年齢で死んだ別の

家族のために，それを盗んだのかどうかを知った。病気の幼児の周囲に，シャーマンは白樺

の若木を突き立てて，そこに病気にかかった幼児の遠ざかったウマイ（またはクト）を追い

込むように努め，そこに乳を振りかけた。その～方で，その後，シャーマンは彼の手太鼓を

抱きかかえて，病人に（手太鼓で殴打して）打ちならした。しばらくの後，幼児は快癒する

に違いないと考えられていた。しかし，もしシャーマンが，ウマイは別のシャーマンによっ

て盗まれたことを証明したときには，彼は略奪者を追跡する旅に出かけて，ウマイを奪い取

ろうと努めた。もしこれが成功したならば，敗れたシャーマンは死んだ。他方，勝者のシャー

マンがウマイを呼び戻した幼児は快癒した。もしこの作戦がうまくいかなかったときには，

幼児は死んだ。

　私は，＜YMali（もしくはblMati）TyTapra＞（blMathの壌各取）と呼ばれる特殊なシャーマン

の呪術についての資料を収集することに成功した。（シャーマンは）この呪術について話すこ

とは，古くからの道徳的慣習から見て罪に当たると考えていたので，極めて控えめに，渋々

話をした。ただ，特別のシャーマンが子供のいない女の依頼で彼女のもとへ駆けつけた，そ

して彼はこの呪術は自身の命にとって危険であると考えていたので，私のインフォーマント

が強調して言うように，多くの報醜と引き換えに極めて渋々承知したのである。

　呪術の目的は，最終的には死が避けられない運命にある某かの命のある幼兜のウマイを盗

むことにあった。この目的のため，アパカンのシャー一マンは非常に頻繁にトゥヴァにく赴い

た〉。この呪術は先だっての幼児の死から1年後に，夜更けに秘かに行われた。このような

幌術を得ようとする女はあらかじめ，シャーマンの助言によって，死んだ彼女の子供の中で，

最近（亡くなった）幼児を故郷の河に捨てた。これはこの揺りかごに住んでいて，子供を殺

したカラーウマイも揺りかごと共に，河に沿って視界からなくすようにするためであった。

シャーマンはこの女に幼児に似せたぼろから作られた人形一nαna．ay∂IY．lfauax，つまりく小さ

い幼児の子供のクト〉一を抱かせた。女の人形も同じく，誰もそれを見ることができないよ

うに秘かに作られた。呪術に際して，女はあたかも小さい幼児であるかのように，胸元で人

形を両手で抱いた。シャーマンは手太鼓を持ってはいるけれども静かに儀式を行ない，用心

深く自らの長い道のりを歩き回った。もし彼がある幼児から離れているウマイを奪取する事

に成功しなければ，この時，彼は女に人形に乳か，アラク酒を飲ませつつ，旅行からのく帰

路に〉それによって女に打ち浴びせるその手太鼓で人形にウマイを呼び寄せたり，手太鼓を

打ちならすことで略奪されたウマイを人形へ打ち込もうとした。この時，シャーマンは盗ま

れた幼児の性別を知らせ，その誕生に向けては，護符：男子矯には矢のついた小さな弓，他

方女子用にはキイロダカラの員殻を作らせ，それと共に新たに誕生したウマイを保護するた

めにこうした護符を揺りかごに吊すように命じたQg）。
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　そのウマイがシャーマンに盗まれた幼児はやがてはまた死んだ，そしてこの時に彼の体は

黒くなるが，これはウマイが略取されたことが理由で死んだことを証するものとなった。

　人形一ηα囎樹∂y．1’tauax　一を，呪術の後で，女は他入の眼から守り，それが見つからないよ

うに隠した。私はこれに関する自分の質問に対して，私の見解によれば，様々な氏・部族集

団間に存在するこの習俗上での差異を反映する幾つかの異なった圓答を得た。あるインフォー

マントは私に，人形を，通常は幼児の入った揺りかごが置かれている場所の近くにある天幕

の土間に畠り下げていると雷ったく29）。別のインフォーマントは，人形を，筏に乗せられて，

河の流れに沿って放たれた幼児の木棺へく案内しつつ〉，あの世にtジ3YM　UUP，つまり死者

の霊魂のいる土地に）送ったと断言した（3°）。

　これに関連して子供が相次いで死んだマリヤ（Mapnx　T．）の話を引用することは適切であろ

う㈹。彼女のもとでは三人の幼児が亡くなったときに，彼女はシャーマンの＜HM説寧apra＞

の呪術に頼ろうと決めた。四番目の子供を妊娠していると感じたので，マリヤはこの時に有

名で，当時ウスティ・ラルス（YCTb－Jlapc）に住んでいたカルガ村（ceOK）出身のシャーマ

ンであるチュマイ・ブルナコワ（tlblMaPt　5yPHaKOBa）のもとへ出かけて，彼女に呪衛を行う

ように嘆願した。女シャーマンは，彼女にはこうした略取行為が既に52回にも上っているこ

と，そのためやがて死ぬであろうことから，彼女はこれを最後に行うと言った。女シャーマ

ンはこの場合，それに関して先に説明したようには人形（fiaJla　KyAy　Hagax）を作らないよう

に求め，その一方では女シャーマンが言ったように，マリヤの家に住み着いているKapa

YMaMのシンボル像を一幼児を死亡させる悪霊一を作るように求めた。女シャー一マンはその

像を同じく人形の形に，しかし最も質の悪くて汚いぼろで縫うように命じた，そして誰もこ

の人形を見ないように隠した。それから子供用の（白樺製の〉矢付きの弓の形をした護符が

作られ，矢にはq朋aH　Mac（文字通り，意地悪な幼児の小さな頭），即ち，先端が房状の絹糸

に通されたキイロダカラの員殻とガラス玉が結びつけられた。シャーマンの措示によって，

呪術の前にマリヤはKapa　YMavaの人形を木造小屋の敷居に隠す一方，きれいなぼろでくるま

れた護符を主梁に吊るした。

　呪術の際に，マリヤは木造小屡の中央部に座っており，女シャーマンの方は幼兜のblM麟

をカチン族の地に盗みに〈出かけた〉（32）。それに先んじて，女シャーマンは自分が大変な労

力を割いて，マリヤの家を捨てるように仕向けた，そして自分と一緒にカチン族の地に連れ

去ったKapa　Ymathとの戦いに多くの精力を費やしたかのようであった。女シャーマンは三人

の子供がいた家族から一人の幼児のblMafiを盗み出した。

　女シャーマンは幼児の盗まれたblMathを連れてきた。そしてそれをタンバリンでマリヤの

申にくたたき込んだ〉。（マリヤはこの時，乳を飲み，blMaMをも飲み込んだ。）女シャーマ

ンはマリヤに右肩に黒子のある女児が生まれて，生き続けるであろうと言った。マリヤの言

葉によれば，女シャーマンの予言は的申したという。この後，マリヤは首毘よくさらに二人

の子供を出産し，子供は全員元気なまま成長した。この時，マリヤは，彼女の年長の娘が彼

女のためにウマイが盗み出された場所に決して姿を現してはならないという女シャーマンの

言いつけをきちんと守った。
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　ハカスの資料はウマイ，特に＜yM磁　困e＞（母なるウマイ）と呼ばれるウマイに関して

は，子供の守護者を象徴するシャーマン的パンテオンの一般的な入物に関係するものとして，

多様な表現を示している。このウマイには象徴的な表現一矢付きの人形の形をした護符が作

られた。より後にはウマイは小兜の魂として登場する。ついには，Kapa　YMaBは幼児に害だ

けを与える悪霊として登場する。

　ここで，ウマイについてこれほど様々な表現が岡時に存在することはどのように説明され

るのだろうか？私が思うには，それはこの地域に特徴的な住民の氏一部族的，または種族的

な構成における混合の結果である公算が高い。いずれかの種族集懸に固有なウマイに関する

表現は，以下で説明するように，いろいろなものの中でも，サヤンーアルタイ諸民族を比較

する視点によるウマイに関する表現の検討を通じて，しかと浮き彫りされるこれらの表現の

発達をもある程度反映した多様性をもつという点で際だっている。

　ショール族の資料に目を向けてみよう。バカス領に居住し，部族と関係して混合している

シg一ル族には二つのウマイ表現がある。入類学・民族学博物館（MA3）のコレクションか

ら判断すると，Kapa　YMaB（またはKapaM　一　MaH）を象徴した表現は板木に張り付けられた粘

土製の人間（高さ15－17cm）の形か，小さな木製の揺りかごに敷かれたぼろ製の人形の形に

作られていた（33）。こうした表現の記録の一つには，＜幼児の病気のための呪術の際か，また

は出産の際に幼児が亡くなった家族のもとで作られる〉ことが述べられている｛S4｝。〈母ウマ

イ〉（Ma挫困e）の表現はまた別ものである。それは，ここにウマイがいる証拠として，ウ

サギの皮の一片と共に，幼児が生まれた天幕の壁に打ち付けられた白樺の一片に固定された

矢付きの木製弓からなっている゜s）。

　コンドム河流域のシa一ル族でも，子供がいつも幼年で死ぬという家族では，これはKapa

YMaBの企んだ仕業で，それとの戦いのためにシャーマンが招かれると考えられていた。し

かし長引いた出産を，幼児がこの世に生まれ出るのを阻む悪霊のati3aが母親の胎内に侵入し

たことで説明することは難しい。この時にシャーマンはく母なるウマイ〉を呼び寄せた。そ

してそれに幼児を保護してくれるようにお願いしつつ，他方では悪霊のali3aに幼児を解放し

てくれるように説得し，それに麦芽ビール（a6biPTOK）を振る舞った。また流産の恐れがあ

る場合にもシャーマンにお願いがなされた。その時，シャーマンはYMati－333Hに（女主人の

ウマイに）幼児を保護し，守ってくれるように，そして悪霊のafi3aが母親の胎内から彼女を

盗まないように儀式を行なった㈹。

　このようにして，（1927年に）私が現地で確認したように，コンドム河流域のショール族は

子供とその命を保護する守護者として，〈母なるウマイ〉を崇拝していた。一方，乳幼児の

年頃の子供の病気や死は｝（apa　YMaptに関係あるものとされており，　Kapa　YMaPtをadi3aに，即

ち，一般的な悪霊の範疇に結びつけていた。たぶん，このために，ヴェルビツキイの辞書では

くウマイ〉の語のところでは，〈死の天使〉の意味としてもでているのであろうL17）。

　私はシm一ル族（とチェリカン族）の住居で，揺りかごで育てる子供のいる家族における

保護者たるく母なるウマイ〉の表現を見に何回も訪れた。当初，（シャーマンの招きによっ

て）揺りかごの中にあった彼らの子供は，子供がやや成長すると揺りかごを取り去り，もう
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それを使わなくなった。この像には，（水で溶かされた）燕麦粉の粥や像のところで一夜置か

れていたシベリア松のくるみの粉末を振りかけつつ，〈ご馳走が振る舞われた〉。この像は

人類学・罠族学博物館（MAθ）のコレクション中にもある。ムラッセ河沿岸で住んでいる

ショール族では，〈母ウマイ〉（Ma沁四e）に捧げた像には若干の変種が見られる。これは

人類学・民族学博物館（MA9）のコレクションに承された諸例から十分に認めることができ

る。

　このような表現の一例目は，幼児の揺りかごの壁にしっかり取り付けられた矢付きの小さ

な木製弓である（3g｝。同じく少年のための二例冒の表現は，白いウサギ皮で張り巡らされた小

さな白樺細工の揺りかごの形をしているもので，しかもこの揺りかごには木製矢が突き通さ

れている。女の子のために予定されていた母なるウマイの表現で，白嘩細工の揺りかごには

小さな紡錘棒が突き通されている。この表現は子供の揺りかごの壁に取り付けられており，

時々，バターで風味のつけられた大麦の燕麦粉の粥がくご馳走として振る舞われた〉（39｝。母

なるウマイ表現の三例目は，子供の揺りかごに置かれた単なる木製の矢である㈹。

　私がショール族で蒐集したフィールド資料は幼児年齢の幼児の霊も，ウマイと呼ばれると

いうことを示している。しかし彼らは白樺皮に包み，自分の住まいの下にに埋めた生まれた

小児のへその緒もこれと同じ語で呼んでいる。

　私はクマンディン族のところで，ウマイが子供の出産と共に，母の胎内にも生まれて，誕

生後には子供の年齢の時に，さらにはその子の全生涯を通じて，小児を保護するということ

に関する記録に出くわした。これと並んで，yMa齢H3（母なるウマイ）への信仰が，シャー

マンが祈祷を行う天に住む神に認するのと同様に見られた。例えば，難産の際にはtシャー

マンはウマイを次のような方法で呼び寄せた。

撫卿α㍑α7らκatilt，　rnYtU

ぬ纐つH3，　lcyUi－9ii3f

TYn　3∂eκmu　aubtκ　ccm！

qo／lbt　6b醒α1｛OBOIi3btlt．
（4紅｝

輝く天から，若者が（鳥のように）降りてきた。

母なるウマイは（あたかも）鳥の母（のように）

（産婦の）裾は開かれたままに！

彼（幼児）に，自らの道より出させよ。

　ウマイに関する先の記録はテレウト族のものとも酷似している。他方，クマンディン族は

その中には，婚姻関係を通じてテレウト族と混合していた。

　クマンディン族の母なるウマイへの取り扱いのなかでは，ウマイは，［サトラエル（Φ．A．

CaTllaeB）の報告書によれば］，　KUii∂ueWt　KecKeii　6ufi，　Fへその緒を切断しつつ」，　Kup6uez〃t

甥吻ε〃6滋，「（幼児の）まつげを清めつつ」，というように呼ばれるということから，ウマイ

は直接的に出産を守る神として現れている。クマンディン族では，テレウト族におけると岡
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様に（42＞，YMaPt－3H3は時にHa遊一3H3（テレウト族ではHa簸一aHa）と呼ばれていた。テレウト族

でのrlava－aHaは通常，距breHaの娘を含む，人間に行為を示す善霊を意味していた（“3｝。

　私はテレウト族についての資料については，カルノフスキイ（fi．3．｝（apyHO6CKilM）とディ

レンコフ（q．1“1．ASipeHKOB）が発表しているので述べずにおくが，ただテレウト族がMa齢H3

（つまり母なるウマイ）を巻き毛で銀髪の若くて美しい女（時に処女）であり，虹を経て天か

ら降りてきて，金の弓の助けを得て子供を保護する形で認識しているということを述べるに

とどめておこう。特に矢付きの弓がつり下げられた揺りかごに嬰児を最初に入れる前には，

シャーマンだけでなく，女達もまたウマイに祈願を行った，そして常にOT－3He（母なる火）

一家の竈の保護者一に続いて，ウマイの名前を呼んだ。人類学・民族学博物館（MA3）のコ

レクション中には一連の護符や礼拝㈹に関する表現がある。テレウト族の幾つかの集団で

はMati－aHaと呼ぶが㈹，このことはテレウト族とクマンディン族でのMath－3H3とHali－3H3の

用語が同じものであることを認識させるものである。

　現代トゥヴァ族でのウマイ礼拝について，私は資料不足のため何も論じられない。人類学・

民族学博物館（MAD）とレニングラードの国立民族学博物館のコレクション中には＜3Mel”eJlb＞KMH＞

と呼ばれる大量のく子供を保護する像〉が保存されている。本質的にこれらすべては母のよ

うに彫られたか，もしくは入形のように縫い合わされた人型の像からできている。この表現

の一つとしてウマイの主な属性である矢付きの弓は含まれていない（47｝。記録の一つにこ

うしたエレン（3peH）（偶像）が述べられていることからすれば，この表現はやはり人形の

形に作られた（ベルティリ族，サガイ族，ショール族やカチン族における）Kapa　y瓢頷の表

現を思い起こさせるものである㈹。旅行記や私のフィールド資料には＜3Merenb＞KvaH＞という

オンゴンが登場する（49＞。＜caTaHaT3＞の名称のもと，ミヌシンスク博物館のコレクションに

ついてヤコブレフ（「1．　ffKOBIIeB）が記述するソヨト（トゥヴァ）族に属する陳列晶がただ1

点存在する。私はそれを，小弓と小矢が子供の保護者の表現に含まれていることを根拠に，

カチン族のMaPt（YMaB＞と比較した（s°》。しかし，私はそれがトゥヴァからアパカンに移住

したトゥヴァ族の一部であることが判明しているベルティリ族のものだと考えているので，

過去において，トゥヴァ族間でウマイ崇拝が生じたこともあり得ぬことではない。

　私は今のところ中央アジアのムスリムのテユルク語系諸民族，つまりキルギズ族やウズベ

ク族の間のウマイ崇拝については引用するにとどめたい。キルギズ族でのフィールド資料は

アブラムゾン（C．M．　A6paM30H）が蒐集した（51）。彼は中央アジアのキルギズ族問でのこの崇

拝のかなり明瞭な証拠を見いだすことに成功した。〈YMaB－3H3一とアブラムゾンは記してい

るが一子供の人生の如何なる場舎において，子供を守ってくれるように祈願しつつ，幼児の

誕生時に話しかけられる〉。それはまた子供が病気の時にも呼び寄せられた。子供をどこか

へ送り出す時には，大人や老婆は彼と別れを告げつつ，＜yMati－3Here　TamUblPAb｝M＞（母なるウマ

イにお願いをした）と言った（52）。黒子のある幼児は幸福であると見なされた。というのも，

これはくウマイの痕跡〉だからである。毎夜，ウマイは小さな子供の顔を洗うなどと信じら

れていた（53）。トロイツカヤ（AJI．　TPOHIIKafi）は定住ウズベク族の問にさえ，かつてのウマ

イ崇拝が存した明白な証拠を見つけた。つまりウズベク族の産婆のお祓い自身の中でその名
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前が言及されていたのである（54）。

　ウズベク族の民族信仰についての研究に際して，1930年にホレズムで行われた民族学的

フィールド調査において，私はa．na6acτbiとcaPbl－3H3の二人の女性の霊と偶然にも出会うこと

になった。私のインフォーマントはこの時，afia6aCTbiがジンの範疇に，他方のcaPbl－3H3（黄

色い母）がペリシテ（”ePHCτ）に属していることを話した。　CaPbleH3は自分の亜麻色の髪（彼

女はcaPbl－3H3なので）を解いて，それで産婆を覆いながら，分娩の際に産婆を助けた。　Afia6ac

Tblの方は反対に，女が産婆のもとを訪れようとするならば，彼女を毎晩待ち伏せして，出産

を邪魔しようとした。出産が近くになると女は，女の誰かと共に邸内を歩き回った。他方，

別の女はこの時axa6aCTbiがここに忍び込んだり，潜んだりしないように，そのベッドに座っ

ていた。もしこのana6aCTbiが入ることに成功したら，幼児の出産の時に，彼女はまず自分の

胸を嬰児に押しつけた，あるいは幼児はやがて死ぬか，意識をなくしたりした。私はホレズ

ムのウズベク族のcaPbl－3H3を彼らがイスラム化する以前に存在したyMaH－oH3が変形したもの

と推測できると考えている。

　一連の民族学資料は古代テユルク時代にウマイ神が広範囲に広まっていたことを示してい

る。そうでなければ，サヤンーアルタイや中央アジアの一連の現代テユルク語系諸民族にお

ける礼拝が確固として存続していて，しかも時には同じものに逢着する類似の特徴を持つと

いうことを説明することは困難である。この諸民族にはその数世紀に亘る地域的・文化的分

離とかなり以前に形成され，強固なものとなった宗教的差異があるにも関わらず，ウマイの

吉い名称も，明らかに共通する変形を被りつつ，またそれと関係する罠族的な宗教概念とし

て残っているのである（S5＞。このことに関して私は，古代テユルク族の申で広範な多数の遊牧

民の間にこの信仰が広く広まっていたことの証拠と考える。

　現代のテユルク語系諸民族間でウマイに関する崇拝様式とその表現が広く伝播し，かつ大

部分が一致している点は，古代テユルク族のカガン国の成員である彼らの遙かなる祖先達の

歴史的活動が共通していたことにより，また当時形成され，その痕跡がなおも消失していな

い民族文化的，民族系譜的な関係によってのみ説明することができる。それ故，某かの現代

のテユルク語系民族におけるウマイ信仰を，内陸アジアや中央アジアにおいて書代テユルク

族が支配期に関係するその民族史の歴史史料の一つとして検討することは十分に理に叶って

いる。これらの史料は，もしこれがさらに考古学や入類学，さらには文献記載などの関連資

料と一致するならば，さらに確実なものとなる。

　恐らくウマイ崇拝は遊牧民の問でルーン碑銘により年代づけられる時代より遙か昔に成立

した極めて吉い信仰であろう。これについては火の信仰，つまり同じくシベリアや中央アジ

アの現代のテユルク語系諸民族の多数に（ただテユルク語系のものに留まらずに）よく残っ

ていて，〈母なる火〉という名前を持つ女神の形で擬人化されて示されている最古の原始的

儒仰の一つと密接な関連があるとも言われている㈹。バカス族においてシャーマンが火を呼

びつつ，ウマイに祈願するのは偶然のことではない（S7）。それと同じことは，テレウト族にお

いてもいえる。最初に幼児を揺りかごに入れる前に，女の中の最年長の者が揺りかごを杜松

で燃べた，そしてその上に＜Ma齢H3＞と呼ばれる矢付きの弓の表現を吊しながら，以下の

言葉を読み上げた：
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1．30人の母なる火よ，

2．40人の母なる火よ，

3．湿ったものすべてを乾燥させつっ，

4．凍ったものすべてを溶かしつつ，

5。降りてきて，敢り囲め，そして父となれ！

6．降りてきて，覆え，そして母となれ！

7．汚れを湖水で清めつつ，

8．きれいな木片で騰の緒を切り取りつつ，

9．湖で酒を飲みつつ，

10．スルン（CypyH）出で遊びつつ，

ll．櫛形の頭をした母なるウマイ，

12，40人の処女の間にまします，母なるウマイ（s8）

　婚約の際に，テレウト族は同時にく母なる火〉とく母なるウマイ〉にくご馳走した〉〈S9）。

　キルギズ族における火の信仰は，バヤリエワ（T．SamaxeBa）の論述によれば，〈晴にはご

く普通にウマイ信仰と結びついている〉（“’）。クマンディン族の表現によれば，yMa齢H3はく

母なる火〉と同様に，水をく忌んだ〉。ウマイー女保護者は河岸には近づかなかった，その

一方で，cyr－333X（水のく主人〉）は彼女を自分の側に引っ張らないように若干の間隔を置い

て，待機していた。もしそうなった後では，人間が発病したり，死んだりすることがあり得

たからである㈹。この信仰が歴史的にも古いことに関しては，女性らしい外見をした二人の

入物が取り上げられることがある。ソビエトの民族学者や歴史学者は女性の外観をした太古

の神話学的な入物の起源の方が，男性のそれに比べてより古いことを証明しており，このこ

とを母権制に基づいた古代の氏族支配と結びつけている。古代テユルク族のこの時期の遺風

は，やはり幾つかの伝説的な系譜や康族などとも言われる制度の中に記録されている。類似

の遺物は南シベリアや中央アジアの一連の現代の諸民族においても研究されている（62＞。

　私はまた，ウマイとクトとの民族表現の問の密接な相互関係にも注目してみたい。サヤンー

アルタイのテユルク語系諸民族のくクト〉という用語は民族誌文献で霊魂と名付けられる概

念を示している。アルタイ族においてはヴェルビツキー（B．Bep6HUK脳）によれば，クトは

生命力，精神の存在，豊穣や幸福を意味する霊魂を意味する。もし人間が狼狽したり，驚い

たときには，〈Kyτ、9blKTbl＞とか＜KyT　qrHT＞，つまりYクトが出た」，とか「クトが跳びだ

した」と書う。もし大地が成長させることを止めたら，〈吻矧∂p・lt　nap∂bt（大地のクトは去っ

た）〉などと言う㈹。テレウト族でKyTは，これは外部から（天の諸霊から）人間の内部に

入り，人問に生命の源を与え，それと共に成長する胎児であり，また生命力の支えとなって

いる源である。子供のいない央婦については，〈ay∂bt　tiOl（　Kusucu（クトを持っていない人）〉

と言われる（㊥。バカス族でKIYMは生命力のある人の霊魂である。もしクトがその入を見放せ

ば，その人は病に罹り始める一一fiで，クトが全く戻ってこなければ，その人は死ぬ（6S）。トゥ

ヴァ族でKyMは精力を与える霊魂であり，ヤクート族でクトは霊魂の一つである。〈クト〉
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の用語はアルタイ族におけると同様に，現代のキルギズ族にも，人間や家畜の胎児の意味で

残っている。民族的な表現によれば，クトは煙突を伝って上から落ちた。キルギズ族は，最

年長の女の家族に残されている鉛製か錫製の偶像をもこの用語で呼んでいた（66）。

　民族誌的な意味で，現代まで生き長らえてきたクトに関する民族学的表現は以上のようで

ある。それらをより詳細に研究した場合，クト，これは，単に人間だけでなく，家畜，獣や

植物に固有の生命の本源なのである。クトを授けるのは，決まったように女の外観で示され

る土地や由やタイガなどのく主人〉（oっ3u）が人間の姿で擬人化され，崇拝される地元の自

然なのである（67）。それ故，例えば，南部アルタイ族はアルタイ出がクトを授けると考えてい

る。クトに向かって，彼らはまず最初に子供にクトを授けてくれるように自らの祈りのなか

でお願いする（6S）。ショール族，チェリカン族クマンディン族トゥバラル族では，サヤン

ー アルタイの他の諸民族（ハカス族，トゥヴァ族）におけると同様に，この特徴は氏族の聖

山信仰｝に現われている（69＞。アパカン河左岸流域に住んでいるコブイ族のショール族は最近ま

で，（三年に一度），自分たちが崇拝している氏族の山で，以前何徴紀にも亘り，彼らにとっ

て歴史的に最も近い祖先が住んでいたムラッス河の上流部に位置するKapa－Tar由に対して共

同祭紀を行っていた。コブイ族はテヨー河渓谷に集まった。Kapa－TaFの〈主人〉への道は長

くて困難で，たくさんの山々や河を通っていたので，彼らのところでは，一度に二入のシャー

マンが交代で儀式を行っていた。祈願の目的は子供，家畜，獣や収穫（nαπa，MCZR，　alle，　lnemfaκ）

にクトが授かるようにお願いすることにあった。このような氏族の聖山崇拝はここに住んで

いる他の部族もまた行っていた㈹。

　北部アルタイ族では氏族の聖山崇拝は常に氏族の領内で見られる。この儒仰は土地所有に

関する用地における氏族的所有の反映である。たぶんこれは極めて自然なものであろう。少

なくとも最近の四世紀の間に，北部アルタイ族では，固有の国家組織はなかった。彼らは小

さな族外婚的な氏族に分かれ，テレウト族，イェニセイ・キルギズ族や北部・中部モンゴリ

アの個々のモンゴル人領主などの当地の封建的な部族に服従させられていて，彼らに税を支

払っていた。17世紀の初めの10年から，この氏族はロシア国家のメンバーになった。そして

行政関係上，クズネッキー群に含まれる小規模に独立した租税単位として分割された。個々

の村（ceOK）は慣習的な権利に基づいて，自分の所有権があると見なした霞分たちの狩猟や

その他の用地用として，北部アルタイやクズネツク・アラタウの大由脈のタイガ地帯のある

地域を占めた。村（ce◎K）は互いに孤立していた。彼らの欄々入は，そこに氏族の安寧を求

める自分らを保護する霊魂である氏族の山のく主人〉を崇拝していた。氏族の代表者は氏族

の山との関係においては，氏族の山から還認されるという点でのみシャーマンであり，その

印として，彼は山から現在のシャーマンの主な属性である自分の手太鼓を得ていた。

　引用された畏族学的資料は同じく土地の霊魂を崇拝した古代テユルク族にも晃られるクト

への信仰を解明するものである。彼らにあっては，やはり珂汗の本営のそばでも生活し，神

に祈祷をするシャーマンがいた。文献史料からは，その可汗の中心と本営がゴビの南側に位

置した突蕨第一可汗国においては，中国語でく魂，国の保護者〉もしくは同じくく土地神〉
ネ ’l
l
テ ン　　プ　　t］

を意味する渤登凝梨」（BOAbm－・lilHmf＞の山（または山脈）がこうした神であったCX｝。

圭10



大阪外国語大学論集第24号（2000年）

東突駅第二可汗国ではウテユケン（◎tilkan）がこうした神であった。セレンガ河中流域から

イxニセイ河上流まで広がった，そして現代のトゥヴァの北東地区の一つを含むハンガイや

一部のサヤン出脈の山岳タイガ地帯の多くはこの名で呼ばれている（72）。ここオルホン河に

は，この国家の政治的中心と可汗の住居があった。普通，毒b雌（〈森タイガ〉）という語

と，ただ一度は㌍ρ（〈土地〉）と結合して述べられているウテユケン（0｛UkaR）は，古代

テユルク碑文では神聖なる禎国として，この国の保護者の神として賞賛されている㈹。女神

と考えられていたウテユケン（Ot嚢kan）はクトー〈神聖な幸福〉を，その権威は神からの
おんちょう

恩寵と見なされていた可汗に授けた。これは，ある宗教テキストに出ていて，それに既に何

人かの研究者が注目したウテユケンのクト（il　Otiikdn　qttt2）であった㈹。しかしここでも私

にはウテユケンの土地神から可汗によってクトが得られるという考えは，土地関係における

実際の特徴，つまり，可汗はテユルク国家の土地の所有者であり，管理者であるということ

を反映しているように思われる。

　古代テユルク族の中央集権な遊牧国家の衰退と共に，テユルク族に共通の神を伴う彼らの

〈ナショナリズム的な〉もしくは部族的宗教も衰退に向かった。テユルク族共通の可汗の消

滅と共に，その領域から古代テユルク族が追放されたウテユケンによって授けられた彼らの

クトへの信仰も途絶したのである。氏族一部族的集団の大部分は，彼らが遊牧民や国家，様々

な新旧の軍事的一政治的な遊牧連合や国家に組み入れられ，新たな民族的複合体に達した内

陸アジアや中央アジアや隣接地慶の広大な領域下で細分化されて，分散した。しかし彼らは

遊牧的な経済・習俗の条件下で形成された自分らの古代テユルク族の民族宗教的表現を広め

た。ウマイは，それへの祈祷が最高神に関するものとして今日まで所々で保存されてはいる

けれども，小さな子供の保護者として至る所に残っていた。

　＜KyT＞の概念は胎児，子供，動物や植物の生命の源という意味で，また人間の霊魂の一

つという意味で，シャーマニスト達の間に残っていた。

　国家の保護者としてのウテユケンへの崇揮は，ウイグル族一この土地の政治的所有者は既

に，テユルク可汗国の形成以前に，テユルク族に対して勝利を収めた後，ここに自分の支配

権を復興させていた一の問にも残っていた。ガベン（A．Gabain）は，特に天然の城塞はこの

土地に彼らの最高権力者に儀礼的な性格を付与すると考えたので，この信仰の出現を，それ

に対して彼女が天然の城塞と名付けた土地の特殊な状況によって説明している。9世紀中頃

にウテユケンを失って，ウイグル族が西方へ移住した後，また隅じく彼らが別の宗教を採馬

した後，母なる神ウテユケンの権威は姿を消した。しかしそれに関する記載はマニ教文書の

テキストに残された｛16＞。

　このように，ウマイとクトとの緊密な関係は（クトは特別な信仰対象ではなかったものの），

テユルク族の民族宗教の表現において，十分はっきりと出ている。人間との関係で，二っの

用語は年齢次第では同意味で出ている。ウマイとクトの関係は同じく子供だけでなく，成人

の生命を保護する，〈保護者である天使〉に似たウマイの表現に見られる〔77｝。

　テユルク系諸民族におけるウマイ崇拝の基礎には，明らかに，幼児の出産と母親に起源が

あることとの明白な関係が横たわっている。これは，塑罐の語がさらにく母の腹，胎盤，騰
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の緒〉を意味していることによる（78）。しかしもしメ｝f磁の語が単に人間の生命の源の名に関

連していても，KYMはもっと広い意味で取り扱われており，家の家畜，獣，植物にも及んで

おり，（シャーマニストの問では）人間の霊魂の一つともなっている。

　テユルク系遊牧民の高度に発達した国家の状態で，この用語はさらに遊牧貴族の問でもっ

と広い意味を獲得した。古代テユルク・ルーン碑文やウイグル文書では，クトはただ生命力

や霊魂だけでなく，幸福，神の恩恵国王クラスの貴人の称号を意味していたことを想起し

ようσg｝。バシュミルやウイグルの最高捲導者の称号である∫伽ggzπには，〈神聖な幸福〉

（xaPli3Me）に関しては，それをあたかも称号の保持者が所有していたかのような考えが反映

されていた（81）。私は，この考えはクトに関する民族表現を基礎として，特に遊牧貴族の中で

の最高の貴族制社会において生まれ，発達し，そして彼らによってそれが，自分らの権威を

強化するために遊牧民の大衆にも喧伝されていったと考えている。

　最後に強調しておかなければならないのは，民族宗教の表現について検討された民族学資

料は歴史資料としても重要であるという点である。それは中央アジアの古代テユルク国家の

歴史活動において，アルタイ系民族の遙かなる禎先が関与していたことの重要な証拠である。

先述した諸民族の祖先は起源的に差異があるにもかかわらず，また言葉については，しかし

ながらテユルク語という共通の枠内において（s2），先に特徴が述べられた宗教民族の表現は，

たとえ若干の多様性があるにも関わらず，それらの起源面で共通するという明白な特徴を持っ

ている。それ故，先に引用された民族学的資料はこれら民族の畏族史や，民族系譜や，民族

文化の関係を研究するための価値ある史料の一つと見なす必要がある。

　ウマイ信抑に関しては，土地神に対してそれが独立していることは，具体的な資料の考察

を通して全く明白である㈹。オルホン碑文によれば，この崇拝は，天の儒仰のように，古代

テユルク族の社会的上属部における独特の崇拝となっていた｛S”）。しかしこの範囲において

も，天とウマイ女神の崇拝と称揚は，権威の強化のためには，やはりテユルク語系遊牧民の

民族表現に支えられていた。このため，先の崇拝は，一般の遊牧民への影響力を及ぼすため

に，遊牧貴族によって，より親しみ易い形に修正が加えられたのである。
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　　　　1970，　CTP．　正4－15．

（8）W．Radloff，　Die　altti2rkischen　！nschriften　der　Mongolei．　Neue　Folge，　St．－Pbg．，1897，　cTp．131；III．　M．　Me－

　　　　nvopaHcKH羨，　Il［aMATHHK　B　uecTb　Kloflb－TerHHa，3BOPAO，1899，τ．　XII，　Bblfi．　II－1難，　cTp．64．

（9）以下を参照せよ。A．B．　AHoxnH，　Ayrila　if　ee　cBO首cτBa　no　mpencTBnemflo　TeAeyToB，　C6．　MA9，　T．　VIII，　JI．，

　　　　1929，cTp．265．同じく以下を参照せよ。　B．　Bep6HuK樋，　Cno6apb　an〃威cκ080μα研α∂α3cκo∂oκqρε顧

　　　　〃vopκcκoeo　n3blκa，　Ka3aHb，　玉884，　CTP．　3至7．

（10）Liu　Mau－　tsai，　D’εc’漁ε5’sclien　Naci漉chten　zur　Gesch．ichte　deア0部一Tiiken　aレ歪ぎ一ktie］，　Bd夏，　Wiesbaden，

　　　　1958，s．54．

（ID　W，　Ba曲old，　Die　kistorische　Bedeutung　der　alttUrkischen　lnschriften，これは以下の書の付記である。

WRadlQf£Die　al撚rkischen　lnschriften　der　Mongo’e　i，　Neue　Folge，　St．－Pbg，，1897，　s｛f．玉G．

（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（19）

（20）

（2韮）

（22）

（23）

（24）

（25）

（26）

W．　Radloff，　Die　altttirkischen　inschriften　1，　St－Pわg．，1894，　cTp．18－19．

W．　Radloff，1）ie　altttirkischen　lnschrグften　II　St．－Pbg．，1894，　cTp．104．

WRadlof£Die　alttiirkisc’，en　／nschriften，　S｛．－Pbg．，玉895，　cTp332，359，437．

W．Radlo｛f，　Dごeα『繊rkischen　lnschriften　der　Mongo’ei，　Neue　Fol巳e，　St－Pbg．，1899，　c・rp．71，72，92．

同上書，c箪167．

鼠M．Me照op鰯cK磁，　HaMfiTHifK　B　gecTb　Kionb－TerHHa，　cTp．71．この翻訳はC．B．　MalloB，撫辮’朋〃κ

u　Opeenem」opκcxoti　mtcb，lfeHnocrnu，　M．－H．，19S1，　c　rp．40にも採用されている。

fl．M．　Me曜HopaHcK溢，　RamaTHfiK　B　gecTb　KI◎nb－TeFHHa，　cTp．17．ラドロフは＜pT＞の語を＜cqa－cTbe＞

（幸福〉と訳した（〈私の母の幸福において〉等）。以下を参照せよ。W．　Radloff，　Dieαtttih・kischen

inschriften　der　Mongolei，　Neue　Folge，　cTp．138．　H，M．　MerrvaopaHcKHtiはウマイの記述のある先の寧句

に対して次のようにくシャーマン的な神〉と註している。バルトリドが言及しているように（Die

historische　Bedeutung　der　alttiirftischen　fnscSnアびften，　CTI）．20＞，テキストにある〈ICYT＞の語はここでは

称号と見なす必要があるという言葉は十分に説得力がある［以下を参照せよ。B．　B．

SapTonbk，　R．　M．　MellttopaHcKKB，　i［ZPeGκe－tnκopκcκue　iiasstflMituκu　e　K（）tuo一ヱ／aij∂α4te，　Cm，　正897　（CTO3，

IV），　CXP．24】．

06　opxoHcKvax　if　eHHceZacKlix　HaAro6Hblx　fiarvfflT｝｛HKax，）1（MH∫1，1898，　K．　CCCXVII，　VI，　cTp．266．

以下の書に従い引用した。S．　E．　MaXOB，　IlemtAmHumi　ApesHe｝n｝opκcκoii　nucb．sfenHOclnu，　CTP．69．以下

を参照せよ。W．　Rad｛off，　Die　altttirkis¢hen　lnschriften　der　Mongolei，　Zxveit　Fel　ge，　cTp．71，72．岡じく以

下も参照せよ。P．　Aalto，　Materialien　zu　dcfi　alttUkischefi　lnschriften　der　Mongolei，」伽ηα1礁1α5bo’6’6

Finno－ougrienne，　Helsinki，　玉958，　voL　60．

H．H．21［slpeHKoBa，　YMa益　B　KyllbTe　Typell－tx　fifieMeH，　Kynbmyρa　u　nucb，isei｛ocinb　Bocnioκa，　KH．　III，　BaKy，

1928，cny）．　134－139．

CコIoBapbαπMaitCκoeO　uαna∂atncicoeo　gapevul斎Mt（｝PκCκOeo　fz3blκa，　cTp．402．

原本ではbIMai無aMとある。以下を参照。ラドロフにより出版された06pa39bt　uapodHobl．numepatn＞？一

P研脚ρκcκ砿澱伽8掃，u．　IX　H，Φ、　KaTaHeBにより蒐集・補訳されたH塑e職勘騨κκα吻e8（cofiOMO8），

a6aκaifC｝（ioc　tnamap　uκapaeacos．　TeKCTbl，　CR6．，　1ge7，　CTP． 578．

その助けで，揺りかごがぶら下がった縄の格好をしている。

06pα3t｛bt　Hapoδκofi　ntimepa｝n＞）pbt　ln’oρκcκtoc　nse．、teκ，　IX．翻訳，　Cff6．，1907，　CTP．564．

以下を参照せよ。H．H麿blpe紐KoBa，　KyllbT　orHfl　y　anTavalleB　if　TelleyT，　C6．　MA9，　T．　VI，　JI．，1927．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノエル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノエゆ

（27＞ウマイに関する情報はほとんどタグ・カルガ村出身の80歳のEropa　BaCTaeBa，サイン村出身の72歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソエる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソエる

　　のTpoiPliMa　TblrAblMaeBa，タグ・カルガ村出身の78歳のCaTaKa　BypHaKo3a，コブイ村出身の78歳の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ソエヌレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソエい

　　！（060Ha　EoprofiKo6a，ペルティル村出身のMapTblHa　YllTyprau！eBa，ソル村出身のEropa　KollsgitKoBa，
　　　　　　ソエヌら
　　サイン村出身の91歳の1〈aAbiTa　All6agaKOBaや他のインフォーマントらから得た。彼らの年齢は私が

　　アパカン河流域でフィールド調査を開始した1946年当時のままで記している。

（28）ソ連科学アカデミーの入類学・民族学博物館のコレクションにはb三MaHが矢付きの小さな弓の形や，

　　貝殻が縫いつけられた赤い羅紗の形で保管されている。コレクションの2164－13a6はシll・一ル族
ウ1㌔写．

　　サガイ族，ベルティル族が混合して居住している（タシュトゥプ河渓谷の）ジラン村で得られたも

　　のである。

（29）CaTaH　ByPHaKOBが蒐集した。

（30）コボナの雷葉によれば，昔，子供を（子供が幼年期に死んだ家族のところで）以下のように埋葬し

　　たという。通常，（白樺の皮にくるんで）樹木に葬った，1年後，彼の霊魂（cYPHY）をあの世に送

　　り出した。このためにぼろ製の人形が作られた，それは小さな棺に入れられた，小さな棺は筏に置

　　かれて，川に沿って放たれた。この送別会をシャーマンが行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソエル（31）1946年にマリヤ（Map朋丁．）は59歳だった（彼女はトム・サガイ村出身だった）。

（32）MaPitSiは女シャーマンがコテン・プルス河のウイバト地区に出かけたといった。

（33）Ko肌MA3（人類学・民族学博物館），　No．3645－27．28，29．

（34）K◎朋．MA3，　No．3645－27．

（35）KOIIII．　MA3，　No．3645－27．

（36）流産した子供（aPTblHraH　6ana）は必ず，幼年期に死んだ子供のように，白樺の皮に包まれて，タ

　　イガの木の枯枝に葬られた。

（37）ヴェレビッキイによれば，「死の天使」は成人の霊魂を奪い去り，anAagb］と呼ばれていた。

　　C．E．　ManOBはこの用語には，古代テユルク・ルーン文字碑文とウイグル文書にも見られる古代の

　　動詞の（形動詞の）形態が残されていると考えた。同氏の“HecKOHbKo　3afttegaHlin　m　CTaTbe

　　A．　B．　AHoxHHa，」］［yma　n　ee　cBoilcTBa　Ho　fipeAcTaBlleHnlo　TeAeyToB”，　C6．　MA3，　T．　VIII，　c町），332．

（38＞Kenfi．　MA3，　Ne．3645－22．

（39）1くo朋．MA3，　No．3645－25．

（40）Korw．　MA∈），　No、3645－24．

（41）Φ．A．　CaTmaeBによって次のように記録されている。私が修正した翻訳の形で引用されている。

　　〈YMa＃〉は何人かのクマンディン人によって〈Y6ava＞と発音された。

（42）以下を参照せよ。H．fl．　JlbipeHKOBa，　YMaU　B　Kbmbτe　Type”Kffx　nlleMeH．

（43）A．B．　AHoxkH，双y田a膝ee　c80蓮cTBa服o即eAcTaBπeHH［o実e∬eyToB・

（44）JL　9涯くapyHoBcKafi，　X3　afiTa羨cKHx　BepoBaHH燕Ho6p珊oB，　cBfl3aHHblx　c　pe6eHKoM，　C6．　MA3，　T．　VI，　JI，，

　　1927；ff．B．　AblpeHKoBa，　yMan　B　KhlAbTe　TYpellKitx　n∬eMeH．以下も同じく参照せよ。　A．EφKMoBa，　TeAe－

　　yTcKafi　eB6qs6a，　c6．　MameρuaAbt’n・cea∂b6e　u　ce’ueimo－po∂oeo・・ty・cMρo｝o’Hal）o∂・e　CC（コP，　Bblfi．1，　Xr，

　　1926（yN｛ail－3Heにお願いするテキストはcXP．230－231にある）．

（45）Ko腿．　MA9，　No．2242－14；3974－　35，194，196；3728－102、

（46）KollA．　MA3，　No．3974－194aB，

（47）Kofill．　MA3，　No．1340－1，10，　l　l，13，16；圃立民族学博物館コレクションNo．650－54－57．

（48）記録には次のように述べられている。＜オンゴンが作られる前に，子供に病気や死をもたらす霊魂

　　を表現した子供のオンゴン〉，子供と共に新しい不幸を予防するために天幕内に吊される。毎朝，

　　それには，ご馳走と岡意味のアラック酒が振りかけられる（Kezz∫i．　MAD，　No，　i　340－1）。

（49）このオンゴンの呼び名の基礎には，トゥヴァ族が話すように，3M｝II’（乳房，胸）という語がある。

（50）［1）THorpatpHqecKMU　0630p　HacneHliA　AoAvaHbl　IO｝KHoro　EHMces，　MKHycHHcK，1900，　cTp．10L

（51）CM．　A6paM30題，　Po》KaeHHe　H　AeτcT60　KHpm3cKoro　pe6el｛Ka，　C6．　MA3，　T、　XII，　M．－JI．，1949．

（52）同上書．CTP．82．

（53）岡上書。南キルギズ族ではアブラムゾン（C．M．　A6patSt30H）が述べているように，　Ma薩一3｝玉eと呼ば
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　　　れている。

（54）AJ1．　TpoMUKafi，　IepBble　copoK双He巌pe6eHKa（耀H朋幻cpeAH　oceAAoro　HacelleHnn　TaruKeHTcKoro　M

　　　HitMKeHTcKoro　ye3AOB，　c6．〈‘iqd　a1－cilMan填珠のネックレス」の意一大澤記，　B．　B．　Sapηnonb

δy　tnypκUCfna｝fcκue　O1）），3bA，　yueHuml　u　nog“lnainesu＞，　TamKe疑丁，　1927，　CTP．354．

（55）ウイグル文書吏料ではもはやウマイは神としては見られない。そこではウマイは胎盤子供の居場

　　　所または母の腹の意味で言及されている。以下を参照せよ。乃励’50加Turfan－Teκte，　VII，ΦparMe｝董T

　　　27，CTK．16；Suvar刀aprabl・1∂sa　（Das　Gotdgianz－Sfttra）．　Aus　dem　Uigz’rischeii　ins　Detats（ゾhe　iibers．　Iltit

ε鍛le註魏跨g　vo凝D肌琵／．　Rαd置（藪Nαc｝！dem　T｛）de　des　Ubersefzeγsη癖＆ηle漉珊g　vo箆S．　Mαめv触壌g、，　Len乱nag｛ad，

　　　1930，cTp．550．それは人間の名麟としても墨ている。以下を参照せよ。　W．　Radloff，　Uigurische

　　　Sprachdenlcni．dleT：Materla｛ien　nach　dern　Tode　des　Ve　rfassers’mit　Erganzungen　von　s．　Malov　hrs9．，　Lenlngra（圭，

　　　1928　（法律文書断片No．5とC．　E．　ManoB作成の語彙）．また以下をも参照せよ。　C．　Brockelmann，

　　　Mitteltilrkischer　Pyoi’tschatz　nach　Mahmud　al－Kaggaris　l）ivan　Lugat　at－tiirk，1，　Bu（lapest－Leipzig，1928．

（56）　正玉．Il．　JlsipeHKoBa，　1（yAbT　orHfi　y　a江τah1其eB　li　TeneyT・

（57）バカス族では乳児と共に他人の家にやって来る女は，火一この家のwa　一に向かって尊敬の言葉と子

　　　供を保護してほしいとの祈願をしなければならなかった。もしそうしなければ，彼らの俗儒によれ

　　　ば，授乳する母親から乳が出なくなると言うことである。

（58）　A．3．KapyHoB¢Kas，ン【3　aπTa厳cK騒x　BepoBaHHuVa，　cBfl3aH｝．lblx　c　pe6eKoM，　c黙）．27．

（59）A．EΦ匪MoBa，　TemeyTcKan　cBaAb6a，　cTp．227，230－23　L

（60）　T．BaHll騒eBa，　AoHcaaMcKHe　BepoBaHHfi｝t　ux　nepe）KMTMKtt　y　Knprli30B，　cTIP．　12．

（6i）親切に私に教示してくれたサトラエブ（Φ．A．　CaTllaeB）の記載による。

（62）護．n．　Hoτano3，0uepκu　no　z‘c〃τqρz捌　LL｛opuu；A．R．　BepHlilTaM，　CoquaabHo－31coifo．atuuecJcuz董ctllpoil

　　　epxQKe－ettuceUcκux　MtOPκVl－VIII　ge、，　M－」乏．，1946，　cTp．99，　105，　163；C．A．　A6paM3eH，　Po》KlleHtteli

　　　lleTcTBo　KHpr鑓3cKero　pe6eHxa，　cTp．　85；H．　r乳　JlblpeHKoBa，　1］lepe＞K｝ITKH　MaTepHH鼠Koro　P◎双a　y　anTa益ci〈Mx

　　　TlopKoB，　C9，韮947，　No．1；i司著者，　Repe｝KttTK｝i　HneonornH　MaTepmHcKoro　pona　y　aATalicKHx　TlopoK，　c6．

”CVVt”mu　B．　r．　Soeopα3a，　M．－JL，　1937．

（63）B．8ep6瓢K蝋，痴脚吻bz，　ToltEcK，1970，　cTp．玉03；同著者，α08㈱α膠〃1罐cκ030砿7α∂aecκoeo　）lapegui；，

　　　c甲，154．

（64）A．B．　AHoxHH，双ymaa　li　ee　cBo首cτBa　no叩e双cTa3∬e田至o　Te耳eyτoB，　cη）．253－254．

（65）　C．MatiHararlleB，3arpo6Ha狂）Kif3Hb只o　npeAcTaBneHHfiM　TypeuKHx　RlleMeH　MMHycltHcKoro　KpaA，）KC，　1916，

　　　XXIV，　BblE．　III，　c町）．278．

（66）　T．SasllneBa，刀【oHcllaptcKHe　BepoBaHHfi　K　nx　fiepe｝KHTKH　y　KiエprK30B，　cTp．　12．

（67）　J夏．H．　HoTaHoB，　OxoTaHllbH　◎6pflxthi　賊　noBepbA　y　amaVacww　T正opKeB，　KyRbrnypa　u　mtcbl・ueHHoctnb　Bocηnoκa，

　　　KH．　V，　SaKy，　1929．

（68）A．B．　AHoxiiH，　MaTep｝ipπb田o皿aMaHcT8y　y　A∬Ta恥e8，　cTp．92．

（69）几H。nGTan◎B，　KyAbT　Fop　Ha　A肛ae，　C3，1946，　No．2．

（70）これについて詳しくは以下を参照せよ。Jl．　fl．　RoTaffoB，9猟田ecK曲cocTaB　cara甑eB，　C3，1947，

　　　No．3．

（7叢）H．∬．BHgypHi．1（哲aKHHφ），　Co6paHHe　c6eAenM益oHapoAax，　e6HwaBmux　B　Cpentteti　A31iH　B　ApeBHHe　BpeMe｝．la，　T．

　　　1，M－JI．，1950，　cXp．23i．ペリオ（P．　Pelllot）の論文には，この名称はPo－teung－ning－liの形で引用

　　　されている（Neuf　notes　sur　des　questions　d’Asie　Ccntrale，　T’ung　i）ao，　vol．　XXVI，1929，p．215）．

　　　この山々はL沁Mau－tsa｛（劉茂才）によっても岡じように呼ばれている（Die　chinesischen　iS｝achrichten

zur　Geschichte　des　O3∫－Tiirken， Bd至，　s，圭0）。

（72）＜OtUktin＞の呼び名は，トゥヴァ族ではその岸から5eva－XeM（BH猛一Xeむ｛河の右岸の支流）の源流

　　　である6MM－XeM（大イェニセイ河）の上流域の山脈に対して残っている。現代の地図でそれ

　　　はKxyxy－Taifra（もしくはXaKy－TaRra）と呼ばれている。これについては以下の私の著作を参照せよ。

　　　　〈HoBble　AaHHble　o　npeBHeTfopKcKoM　‘‘Ot登k琵n”　〉，　C3，　1957，　No．玉．

（73）以下を参照せよ。flaMfiTHHKIi　B確ecTb　Kronb－TermHa　H　TomoKyKa　B　KIi．：C．　E．　MafioB，　flaN｛f〃mHzu（u
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　　　bpeeHetniopκcκoii　llUCb．ueκκOCtllU，　CTP．34，　66．

（74）P．　Pelliot，　Neuf　note　sur　questiens　d’　Asie　Centrale，　p．219．

（75）同じく，ガベンはこの表現をく母親のような霊魂〉と翻訳している（Alttiirkische　Grammatik，　Leipzig，

　　1950，s．324）．同じく以下も参照せよ。　A．　von．　Gabain，　Steppe　und　Stadt　im　Leben　der　tiltesten　Tnrken，

　　Der、lsla〃z，　Berlin，1949，　Bd，29，　H．1－2，　s．35．

（76）A．von．　Gabain，＆㌍ρρe　und　Stadt　im　Leben　der　Ctltesten　Tiirken，　s．36，48．

（77）サトラエブ（Φ．A．・CaTllaeB）の報告によれば，クマンディン族では，人間のウマイはKYnYrqbl，即

　　ち家畜を守る牧人に比定される。

（78）ウマイという語はモンゴル族においては〈母の胎内〉〈子富〉の意味で知られている（fi．MManT，

Mα‘eoπo－pycc燃（mo召αpb，　cTp，511A・B・SypnyKoB，　Pyccκo－・ssoHzoAbcKuil　c．αoeap－pa3z・6・pHuκ，　X．，

　　1935，CTP．301）．私はこの事実を，モンゴル族の問に若干の古代テユルク的民族要素が吸収され

　　た結果と考える説や，両種族の基本語彙が共通していた時代にウマイの起源があると見なす説には

　　与さない。

（79）H．M．MeAHopaHcKnti，　BaMsTHIiK　B　qecTs　Krollb－TemHa，　cTp．71，　l　l　7；C．　E．　ManoB，　IraitmnRurcu

　　OpeeHemiopκcκoij　nucb．xteHH・Cttzu，　CTP．35，80：岡著者，　fiasfnmHuKu（｝peeHe〃MOPκeκOit　nUCbMeHHOCM〃

　　MoH20nuu　u　Kuρeu3uu，　M．－L．，1959，　cTp．20，37，43，49，50，52；W．　Rad！off，　SuvarPaPrabhdSa

（Dαs　Goidglanz－Sfttrα），　

crp．615．

（80）C．E．・MalloB，　llcusmmHuκu　OpeeHeinsoρκcκ・il　nucb“teκκocinu　MoHeonttu　u　Kupeu3uu，　cTp．20；F．　K．　Mgller，

　　Uigurica，歪，　APAW，1908，　s、57．

（81）P．Pritsak，　Stammesnamen　und　Titulaturen　der　altaischen　V61ker，　Ural－Altasche｝i　Jalirbiicher，　Wl¢sbaden，

　　i952，　Bd．　XXIV，　H．1－2，　s．5L；A．　v．　Gabain，　Das　Uigurisc｝ie　Kδnigreich　von　Chotsclzo　（850－／250］，

　　　Berlin，　1961，　s．2韮》　23．

（82）これには例えば，yMaitの語の異形（y6an，　blMati，　MaB）が挙げられる。

（83）以下を参照せよ。E．　Let－Falck，　A　prop◎s　d’AtUgtin，　dξesse　mengole　de　la　terre，　Revue　de　i’Histoire

　　des　reiigions，1956，しCXLIX，　No．2，　pp．192－193．

（84）」．P．　Roux，　La　rehgion琶esτ“rck　de　l’Orkho難des　VIF　et　V至｛1“　si6cles，同上書，　t．　CLXI，　No．1－2；同著

　　者，Ttingri，　Essai　sur　le　ciel－dieu　des　peuples　altaYques，同上書，　t，　CXLIX，　No．1。2，　t．　CL，　No．1－2．

［訳者（大澤）による補記3

　本論文はTK）pKo探orHqecK磁c60p藏照1972，　MocKBa，1973，　cep．265－286に所収されている。

著者レオニド・パブロヴィチ・ポタポフ（JleoH雌HaBπ◎B溺HoτaHoB）は藤暦韮905年，南シベ

リアのバルナウル生まれ。1946年にレニングラード大学で歴史学の博士号を取得後，1951ee

に岡大学教授に就任。また1943年以降ソ連科学アカデミー民族学研究飯研究員も兼任した。

同氏はロシア共和国のアルタイ，バカス，トゥヴァや西北モンゴリア等の南シベリア方面に

住むテユルク系遊牧民に関する歴史・民族学的研究で著名な研究者である。同氏は同地方の

諸民族について，フィールド調査を実施し，当該地方の種族構成や民俗，民問信仰を含む歴

史や宗教，口承文芸等の調査研究で多くの業績を残した。その代表的な著作の一つにはトゥ

ヴァ地方を実地調査した際の報告Pt　Tpy∂bZ乃・8珊Cκ0歓ωfπ泥κC〃0吻ρκε0刀0ど0－3〃11fO切⑫Z‘昭

cκ罐3κcηθ∂Ulメuu．1，　M．一・　L．，1960があり，また本論文の註（1），（2），（6）での著作からもその成

果の一端を知ることができる。なお岡氏の人と学問については，（Jlek　M．TaKcaMM雌p．）

王llaMa｝IU3A！Upω‘｝偲e　peaueuo3itbte　Hpebc｝na6ne｝ほ幌こK9◎－nemu｝0双OK猷opαucmopugec｝〈UX経αyK，

npoφeccopa　R．πr70mano8a，　CaHicr－rleTep6ynr，　MAE，1995が便利である。
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　本論文は発表以来既に28年もの歳月が経っているにもかかわらず，南シベリア及びモンゴ

ルや中央アジアのテユルク・モンゴル系諸民族の問で子供を保護する女神として広く分布し

ているウマイ崇拝に関する現状を子細に描写・考察しているという点で，またこうした各地

の名称の異同及び意義面での差異にも注意を払いつつ，古代テユルク・ルーン文字碑文に至

るその起源と系譜を明らかにしようとした点で，多くの研究者から常に参照さるべき基本文

献となっている。この論文の発表以降も，各種の研究者によって各地のウマイ信仰の実例や

諸表現についての報告がなされているとはいえ，その全体像を知るという面では訳者の管見

の限りでは，本論文にまさるものは少ないと言ってよいと思われる。

　但し，あえて言わせていただければ本論文の著者の意欲的な考察とは別に，古代テユルク

碑文中のウマイを考察する際に，本著者の方法論郎ち名称の類似のみから地域や時代の異

なる事物を綱一に論じる方法にはやはり問題があろう。管見では，ウマイに関する古代テユ

ルク時代の史料については極めて僅少かつ断片的で，その復元作業すら困難である。今後は

この論文により提起されたウマイ女神をめぐる諸問題について，古代テユルク史研究の方面

からの関連資料の掘り起こしの作業と共に，従来の諸説への検証と考察が必要となることは

言わずもがなであろう。

　なお古代テユルク族のウマイについて触れた優れた研究としては，C．　r．　KnHmTOPHbrk，

MHtpollorvagecKvae　ci◎x（σrbI　B即e励Heτ正opKcKHx，　Tiopκonoettgecuti　c60p〃uic　1977，　MocKBa，1982，（πp．

117d　38；Kbi3nacoB，　Va306pax（eHHe　TeHrpH　va　yMa厳Ha　CyffeKcKoA　nracaHHIIe，3mnoepaipuyeci〈oe

o603peitue，1998，　No．4，　cτp．39－53を挙げることができる。既に前者については護雅夫氏の

簡にして要を得た紹介批評がある（S＝G＝クリャシュトルヌィ「古代テユルクに見られる神話

体系の主題」（護雅夫）『古代テユルク民族史研究H』東京，塗川出版桂，1992，pp．624－640）。

また後者については訳者による紹介と批評（大澤　孝「バカス共和国スレク岩絵の三角冠帽

画｛象についての一解釈一1．L．クィズラソフ説の紹介とその検討を中心に一」『中東イスラ

ム・アフリカのイスラム文化の諸相と言語研究』大阪外国語大学，2001，pp．231－258）も参

照していただければ幸いである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000．12．20受理）
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